
普 及 項 目 養殖 

漁 業 種 類 等 養殖漁業 

対 象 魚 類 キタムラサキウニ 

対 象 海 域 日本海南部海域 

キタムラサキウニ養殖指導 
北海道檜山振興局 

檜山地区水産技術普及指導所せたな支所（梅田有宏） 

【背景・目的・目標（指標）】 

当管内の前浜には身入りが悪い痩せたキタムラサキウニ（以下ウニとする）が多数生息

し、磯焼けの一因となっている（写真１）。そこで、ひやま漁協青年部貝取澗支部（以下

青年部とする）は、これらを有効活用し漁業収益の向上と磯焼け解消に向け、短期間で身

を肥らせるウニ養殖を長磯漁港内で行った（写真２，図１）。餌料には試験研究機関等が

開発したウニ専用の配合飼料（以下配合とする）を使用し、時期を問わず身入させること

が可能かを検証するとともに、事業化に向け採算性の向上を図る活動も行った（写真３）。 

【普及の内容・特徴】 

青年部は令和４年から配合を使った試験養殖を同漁港で行い、給餌量や給餌方法を試験

研究機関とも連携して試行錯誤し、週１回の適量給餌（体重の15％）を10週間継続するこ

とで時期を問わず身入りさせることが可能となった（図２，３，４）。また、民間加工会

社との連携により、高単価で取引される年末需要に合わせ生産から加工、販売に至る生産

体制を構築した（図５）。餌料費を削減するため、アスパラガスの端材（以下切下とする）

を活用した粗放的なウニ養殖事例を参考に、近隣のJA選果場を青年部と視察した（写真４）。

その後、陸上水槽での給餌試験を経て本養殖で切下と配合を使った混合給餌を行った結果、

生殖巣指数は切下２週間給餌区が10.2、３週間給餌区で5.7と何れも低調な結果であった

（写真５，６，表１，図６）。収益性の向上には経費の約７割を占める餌料費の削減が必

須のため、陸上水槽で代替餌料を使った給餌試験を行い、身入り等を評価した（図７，表

２）。その結果、サーモン用の配合飼料を使った試験区（価格が配合の1/4程度）で生殖巣

指数が最も高かったが、食味等に改善の余地が残された（写真７，図８，９）。生産性を

向上させるために行った養殖篭形状別の調査では、配合が水中で沈降する特性があるため

底面積の広い四角篭の方で餌当たりが良く、生殖巣指数が高くなったと考えられた（図10）。 

【成果・活用】 

当該活動に興味を持った近隣の青年部（大成支部）が同様の養殖を令和６年度から開始

し、両青年部が連携した生産体制を確立した。報告会ではサーモン用の配合飼料に注目が

集まり、今後の取組みに期待が高まった（写真８）。また、漁業者からは町内で栽培が盛

んなブロッコリーの端材を使った給餌の可能性に言及する意見も出た。 

【達成度自己評価】 

３ おおむね達成できたが、取組に改善を要する等の課題も見られた（51～75％） 

【その他】 

当該養殖は、冬季の閑散期に漁業収益を上げることが出来る有力な漁業になり得るため、

今後も更なる収益性の向上を目指し、事業化へ向けた取組を継続する必要がある。 



 

写真１ 磯焼け漁場のウニ   写真２ 青年部員による痩せウニ採取と円筒篭を使った養殖 

 

   

図１ 長磯漁港に設置した延べ縄式の養殖施設と養殖篭    写真３ ウニ専用の配合飼料 

 

     

図２ 週間給餌率と生殖巣指数の増減関係    図３ 給餌間隔別の生殖巣指数 

 

 

図４ ウニ専用の配合飼料を使った適量給餌と給餌期間 

 

 

図５ 漁業者と民間加工会社が連携した生産体制（マーケットイン） 
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写真４ 出荷時にアスパラガスのサイズ調整で切り出される端材（近隣の JA 選果場） 

 

     

写真５ 切下給餌試験（陸上水槽） 写真６ 漁港内での切下給餌作業（左：円筒篭、右：四角篭） 

 

表１ R７_切下と配合の混合給餌スケジュール（10/10-12/18） 

 

 

    

図６ 切下給餌期間別の生殖巣指数（R７_円筒篭） 図７ ウニ養殖の収支状況（R４-７） 

 

表２ 代替餌料別（５パターン）の給餌試験区 

 

＊ウニ配合：１週間当たり体重の 15％餌量を給餌        ＊アスパラ切下：１週間当たり体重の 70％餌量を給餌 

＊サーモン配合（浮き餌）：１週間当たり体重の 30％餌量を給餌 ＊生コンブ：１週間当たり体重の 100％餌量を給餌 

＊ウニ配合には身入りを開始させるスイッチ機能を有した成分含有 

試験区 １週目 ２週目 ３週目 ４週目 ５週目 ６週目 ７週目 ８週目 ９週目 10週目

切下２週間給餌区 切下 切下 配合 配合 配合 配合 配合 配合 配合 配合

切下３週間給餌区 切下 切下 切下 配合 配合 配合 配合 配合 配合 配合

＊切下給餌量：１週間にウニ総重量の70％を給餌　　＊配合給餌量：１週間にウニ総重量の15％を給餌

＊切下は無償提供
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パターン① ウニ配合×10 週（対照区） 

パターン② ウニ配合×２週＋アスパラ切下×８週 

パターン③ ウニ配合×２週＋アスパラ切下×５週＋ウニ配合×３週 

パターン④ ウニ配合×２週＋サーモン配合×８週 

パターン⑤ 生コンブ×５週＋ウニ配合×５週 



   

写真７ 食味試験風景（ブラインド評価） 

 

 

図８ 代替餌料別の平均生殖巣指数（給餌期間：R7/10/7-12/18） 

 

 

 

＊評価方法：５パターンの給餌区において餌料種類を隠した条件下で食味試験を行った。 

各評価項目について１～５までの５段階評価を行ってもらい平均値をプロットした（評価者は計７名）。  

図９ 代替餌料別（５パターン）の食味試験結果及び総合評価結果 

 

     

図 10 養殖篭形状別の生殖巣指数の変化（Ｒ６-７）  写真８ 関係機関を集めた報告会 
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